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用語説明

主催者：KPB Project株式会社・火の国サラマンダーズを意味する
関係者：主催者社員及び、主催者から運営に関する業務を委託されたものを意味する
球場職員：開催する球場職員及び球場側が手配する人員
報道関係者：出場するチームを取材目的で来場し、報道受付で許可を貰った者
チーム関係者：出場するチームスタッフ(グランドスタッフ・広報・運営担当）・選手
ベンチ外選手：登録を行っていない選手及び試合出場が不可の練習生
濃厚接触者：患者(各定例)の感染可能期間に接触した者のうち、次の範囲に該当する者である。

・患者（特定例）と同居あるいは⾧時間の接触（車内・建物内含む）があった者
・適切な感染防護無しに患者（特定例）を診察、看護若しくは介護していた者
・患者(特定例)の気道分泌液もしくは体液等の汚染物質に直接触れた可能性が高い者
・その他 手で触れることのできる距離(目安として1メートル)で必要な感染予防策なしで

「患者(特定例)」と15分以上接触があった者(周辺環境や接触の状況等個々の状況から患者の
感染性を総合的に判断する)
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共通感染予防対策①
① 毎日の健康チェックと行動を記録

・体温測定：起床後・球場への出発前の検温

・行動記録：咳、頭痛、倦怠感、食欲低下の有無、睡眠時間等のチェック、食事に出向いた場所

・同行者の記録。人込み入る等の感染リスクの高い状況が生じた場合を詳しく記録する。

② マスクの着用

可能な限り日常的にマスクの着用をする。

但し、マスクを外した際は、会話・掛け声・大声は控える。

③ 手指衛生の徹底

手洗い、消毒用アルコール剤による手指衛生を徹底する。

④ 出来るだけ人込みを避ける

・3つの密(密閉空間・密集場所・密接場面)を避ける

・やむを得ず人込みに入る場合は、正しくマスクを着用する

・不要不急の外出、外食を控える

・出来るだけ2m、最低1ⅿの安全距離を確保する

⑤ 新しい生活様式の実施

※別紙にてご参照
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共通予防対策②
・共通感染予防対策①を常日頃から徹底し、感染予防に努める。

・関係者、チーム関係者、審判員等とその家族が、発熱、咳、倦怠感等の症状が認められたら休む
勇気を持つこと

・観客も観戦に当たっては発熱、咳、倦怠感等の症状が認めた場合には球場へ行かないという文化
を醸成すること

・関係者、チーム関係者、球場職員を守る

・観客を守る

・感染クラスターになることを防ぐ

・熊本県民を守る 4



緊急事態宣言等が発出された場合

全国緊急事態宣言（まん延防止、県独自の宣言も含む)等が発出された場
合、緊急実行委員会を開催し、試合の開催の可否を含めた対応を検討し、

決定する。県・自治体・球場・保健所とも連携して最適な判断を下す
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チーム関係者の対策① ※ビジターチームも含む
選手・監督・コーチ・マネージャー・トレーナー等のグランドスタッフ

全般・自宅/宿
泊施設にて

・起床後に検温
・ホテルでの宿泊は1人部屋が望ましい
・距離をあけての食事(出来るだけ２ｍ、最低１ｍ）を心がける。

ビュッフェスタイルは可能な限り避け、定食スタイルが望まし
い。大人数や⾧時間に及ぶ飲食は行わない

移動前 ・球場へ出発前に検温

移動中 ・感染予防の観点から、移動中のマスク着用と手指衛生の徹底のうえ、一
般客との接触を避ける

球場にて ・各球団の担当者（マネージャー等）は各日の球団帯同者名簿とホテル出
発時の検温結果を集約し管理

・グラウンド、ダグアウトを除くすべてのエリア（ロッカールームを
含む）においてマスクの着用を強く推奨、極力、会話を控える

・共用物品の使用を可能な限り控える（タオル・シャワー用品等）
・ロッカー室、シャワー室等の時間差利用を。可能な限り濃厚接触を回避
・食事はロッカールームでは不可
・常に換気を行う（プライバシーが保てる範囲で最大限行う）

チーム指定場所にて三密を避けた状態で飲食を行う
・トング・しゃもじ等は共有せずに毎回新しいものを各自が使用する
・喫煙スペースでも距離をとり会話は極力控える
・ユニフォームや衣服のこまめな洗濯を行う
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チーム関係者の対策② ※ビジターチームも含む
選手・監督・コーチ・マネージャー・トレーナー等のグランドスタッフ

試合中（練習
も含む）

・練習中及び試合前/中/後、手指消毒随時使用（手指消毒剤をダグアウト。ロッ
カー、ブルペン食事会場等に常時設置）

・素手でのハイタッチ、握手等を控える
・手指衛生に努めたうえ、共用物品の使用を可能な限り控え、共用物品については

出来るだけアルコール消毒を行う
・試合用ロジンバッグはホーム、ビジターチームで別のものを使用する
・ボールを触った手で眼、鼻、口を触らない
・ダグアウトにおいては、出来るだけ選手同士の間隔をとり、可能な限り接触を避

ける
審判員の許可のもと、間隔を取る為にベンチから出る分はやむを得ない

・試合前やイニング間の円陣、その際の声出しは可能な限り選手同士の間隔をとり、
接触を避ける

・投手交代時等でマウンドに集まる際には、出来るだけ選手、コーチ同士の間隔を
取り最短時間で済ませる

・ウォーターキーパー等でコップを使用する際は、使い捨てコップまたは個人専用
のコップを用意するものとする

トレーナー ・トレーナーについては接触が避けられないが、接触前後に必ず手指消毒剤を使用
し清潔に保つ等、感染予防、保護に努める
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関係者
運営関係/九州アジアリーグ関係者/

その他球場・設営スタッフ(ボランティアも含む)

共通事項 上記「共通感染予防対策」に準拠

球場にて ・球場入場時に検温（37.5℃以上及び発熱症状がある場合は入場不可）、名簿に名
前と検温結果、体調を記載

・球場内、グラウンド内でのマスクの着用必須
・業務内容に応じて衛生手袋（使い捨て、密着性）を着用
・チームと可能な限り動線分離
・業務に必要のない場所への立ち入り禁止
・試合球等の物品への他人の接触を防止
・再入場時には再度検温
・ユニフォームや衣服のこまめな洗濯を行う
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審判員

共通事項 上記「共通感染予防対策」に準拠
前項の「チーム関係者の対策」準拠

審判員遵守 ・試合中、球審はインナーマスクを着用（但し、熱中症には留意し、こまめな水分
補給を行い、周囲の人と距離を十分にとれる場所で、マスクを一時的に外して休
憩する工夫をする）

・選手の直接接触禁止
・水分を持っていく審判員、関係者は複数人ではなく可能な限り1人で行う

使い捨て手袋(密着性）を使用し、都度新しいものに交換する
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ボールボーイ/ガール、バットボーイ/ガール

共通事項 上記「共通感染予防対策」に準拠

球場にて ・球場入場時に検温（37.5℃以上及び発熱症状がある場合は入場不可）、名簿に名
前と検温結果、体調を記載

・球場内、グラウンド内でのマスクの着用必須
・業務内容に応じて衛生手袋（使い捨て、密着性）を着用
・チームと可能な限り動線分離
・業務に必要のない場所への立ち入り禁止
・試合球等の物品への他人の接触を防止

審判員にボールを渡す際は箱ごと持っていき、接触を避ける
・再入場時には再度検温
・ユニフォームや衣服のこまめな洗濯を行う
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組織(球団/チーム運営各担当者等)に求められる感染予防策

①施設の空調・換気状態の把握と可能な対策
・換気を励行する：法令に遵守した空調設備による常時換気またはこまめな換気（寒冷な場面では室温が下が

らない範囲で常時窓開けする等)を行う
・乾燥する場面では、湿度を40％以上を目安に加湿することを推奨
・その他厚生労働省、換気の方法に関するリーフレット参照の上対応を行う

『冬場における「換気の悪い密閉空間」を改善するための換気の方法（令和2年11月27日）』
『熱中症予防に留意した「換気の悪い密閉空間」を改善するための換気の方法（令和2年6月24日）』
『「換気の悪い密閉空間」を改善するための換気の方法(令和2年4月3日)

・人の密度を下げる：人を密集させない環境を整備。会場に入る定員をいつもより少なく定め、入退場に時間
差を設けるなど動線を工夫する。密集を避けるため、そのキャパシティによって必要に応じて一度に利用す
る人数の制限を行う

・近距離での会話や発声、高唱をさける：大きな発生をさせない環境づくり（声援などは控える）。共有物の
適正な管理または消毒の徹底等

・ミーティング、打ち合わせ等はなるべく屋外で行う。ミーティング、打ち合わせ等を実施する場合、三密の
回避、換気の徹底、身体的距離の確保、マスク着用に留意する 11



組織(球団/チーム運営各担当者等)に求められる感染予防策

②消毒液の設置
・消毒液は各諸室に設置する

③動線、諸室等の区分け
・球場の動線や諸室等の区分けを徹底する。必要以外の場所には立ち入らない
・密集を避けるため、そのキャパシティによって必要に応じて一度に利用する人数制限を行う
・飲食用に感染防止策を行ったエリア以外での飲食の制限を行う
・対面での食事や会話を自粛する
・各諸室への入退室前後の手洗いの実施

④隔離部屋の設置
・体調不良者が出た際の隔離部屋を球場内に設置する

⑤ソーシャルディスタンスの確保
・ソーシャルディスタンスが保てない諸室がある場合は新たにプレハブ・テントの設置、出来るだけ２ｍ

最低１ｍのヒトーヒト距離が確保できるようにする
・必要に応じてアクリル板・透明ビニールカーテンの設置を行う
・列にマークを付ける等、身体的距離を確保した整列を行う 12



組織(球団/チーム運営各担当者等)に求められる感染予防策

⑥イベントの最小化
・ゲストパスの発行の最小化に努める。控室に十分なスペースが確保できない場合等は、必要に応じてゲス

トパスの発行枚数、球場に入場するゲストの人数を制限し、安全距離(出来るだけ２ｍ、最低1m）が確保
できるようにする。

・セレモニー等の最小化に努める。ユニフォーム着用者と接触のあるスポンサーイベントを最小限とし、実
施する場合は接触前/後の手指消毒を、選手を含むユニフォーム着用者、スポンサーゲスト共に徹底する。
特に始球式・贈呈式等ユニフォーム着用者と接触があるイベントについては、ユニフォーム着用者とセレ
モニー参加者との握手を自粛し、セレモニー参加者の事前検温、直前までマスクを着用する等の対策を講
じる（熱中症には留意し、こまめな水分補給を行い、周囲の人と距離を十分とれる場所でマスクを一時的
にはずして休憩する工夫をする）

・マスコット、チア等球団パフォーマーをグランドに入場させる場合は、ユニフォーム着用者と同レベルの予
防措置が徹底されていることを確認し、選手との接触を最小限とするよう、努める。

＊安全距離を確保した上でのゲストによる国家パフォーマンス等、業務上マスク着用が不適切な場合を除く、また
ゲスト・パフォーマー等が安全な距離を確保した上であれば、マスクを必須としない

＊2歳以下は不要、未就学児は推奨するが、義務ではない
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有観客試合での球場運営対応（全般）

①試合前後、試合中の案内と予防措置の強化
・球場大型ビジョン、場内放送、球団SNS 、球団ホームページ、チケットページ等を通じてマスク着用*、

手指消毒の励行、こまめな手洗いの推奨、大声を上げない、咳エチケット遵守を含む一般的な予防措置を案内
*2歳以下は不要、未就学児は推奨するが義務ではない

発症者発見時の迅速な対処の為に、球団・球場職員教育の実施

②密集、接触を避ける
・観戦や球場内の移動の際は、人との距離を十分確保するよう呼びかけ
・同一の観客グループでは座席を空けず、異なるグループ間では1席の座席間隔(立席の場合は１m）を空けること

とし、入退場時、売店及びトイレ等の待機列共有部等の球場内では社会的距離(出来るだけ2m、最低1m)を確保
するようにする呼びかけを行う

・スタンドに入ったボールは原則、観客へのプレゼントとしているが、密接・密集を避けるため自席をを離れて
ボールを取りにいかないよう、観客に周知、注意喚起を行うことが望ましい

・来場者向け喫煙所は、十分な間隔が確保されるよう、スペースに応じた利用可能人数を決定し、その定員内で利
用可能とする

・密集、密接をさけるため、球場の状況に応じた混雑解消策を講じる 14



有観客試合での球場運営対応（飲食販売関連）

①マスク着用の奨励、咳エチケットの徹底
・店舗入り口や店内にマスクの着用*の提示、周知
・飲食時等マスクを着用*していない場合は、会話を控え、咳エチケットを徹底する周知

*2歳以下は不要、未就学児は推奨するが義務ではない
②大声を出さないことを奨励

・従業員間での大声を避ける
・客同士の大声での会話を避けるよう提示等により注意喚起する

③手洗い
・こまめな手洗いの奨励

④消毒の徹底
・施設内共用部(出入口、トイレ、手すり、調味料等、ウイルスが付着した可能性のある場所)のこまめな消毒
・店舗入り口への消毒液の設置

⑤換気、保湿
・法令に遵守した空調設備による常時換気またはこまめな換気

前項「組織に求められる対策」「有観客試合での球場運営対応」に準拠する。
特に飲食販売関連の予防対策として下記の措置を遵守する
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有観客試合での球場運営対応（飲食販売関連）

⑥密集の回避
・密集が回避できない場合はそのキャパシティに応じ、人数制限(入店制限)
・順番待ちをする場合の間隔を空けるよう誘導し、行列を作らないようにする
・動線の確保

⑦従業員の行動管理
・検温や日々の体調管理を徹底
・有症状者（発熱または風邪の症状）の出勤自粛
・従業員は必ず出勤前に体温を測る。発熱や風邪の症状がみられる場合は、店舗責任者等定められた人にその

旨を報告
・ユニフォームや衣服のこまめな洗濯
・濃厚接触者と判断された従業員の就業は禁止
・販売担当者はマスクを必ず着用し、衛星手袋の着用を推奨する。大声を避け、マスクやフェイスガードを適

切に着用し、頻繁かつ適切な手洗い、手指の消毒を徹底
・従業員のロッカールームや控室は換気し、室内は定期的に清掃する
・休憩中もマスクを着用する等工夫する 16



有観客試合での球場運営対応（飲食販売関連）

⑧接客時共通事項

・料理は個々に提供する

・個包装もしくは蓋つきで提供できるフードが望ましい。鍋料理や盛り合わせ料理等を提供する場合は、従業

員が取り分ける等、工夫する

・スプーン、箸等の食器の共有、使い回しは避けるよう、掲示等により注意喚起する

⑨会計時

・電子マネー等非接触決済の導入奨励

・現金、クレジットカードの受け取りにコイントレイを使用する(コイントレイや手指の消毒を徹底)

・偶発的に直接やり取りとなった場合はその後必ず手指消毒を行う

・飛沫を防止するために、レジと客の間にビニールカーテン等の仕切りを設置する等工夫する

⑩サーバーによる飲料(アルコール含む)の販売

・販売員の衛生管理・感染予防策を徹底の上、実施する。

・常時マスクの着用、衛生手袋の着用(密着性)を徹底する
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有観客試合での球場運営対応（観客の管理）

【入場制限対象者】

①マスク非着用*の者 *2歳以下は不要、未就学児は推奨するが義務ではない

②過去１週間以内から現在までに下記(１)～(４)を含む体調不良のある者

(１) 体温37.5℃以上または発熱症状の自覚がある

(２) 強い倦怠感

(３) 感冒様症状(咳、咽頭痛、息苦しさ等)

(４) 味覚・嗅覚異常などの異常がある

③PCR等検査陽性歴があるもののうち下記(１)～(４)いづれか１つでも当てはまる者

(１)有症状者で発症日から10日未満、かつ、症状軽快後72時間以内

(２)有症状者で、症状軽快後24時間経過から24時間以上の間隔を空け、2回のPCR等検査で陰性を確認できていない

(３)無症状病原体保有者で陰性確認から10日未満

(４)無症状病原体保有者で検体採取日から6日間経過後、24時間以上の間隔を空け2回のPCR等検査で陰性を確認できていない

④濃厚接触者として自宅待機中

⑤家族が濃厚接触者として自宅待機中

⑥家族に②(1)～(4)いづれかの体調不良者がある

⑦海外から帰国(日本に入国)して14日未満

※来場者が入場不可となった場合の返金等については球団内で対応し、有症状者の入場を確実に防止する措置を講じる
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有観客試合での球場運営対応（観客の管理）

入場時 ・マスク非着用者*は入場不可
・原則、球場内の全職員はマスク着用を義務とする
・入場ゲート前または入場ゲート通過時サーモグラフィまたは非接触式体温計で体温検査実施、

37.5℃以上の発熱及び発熱症状確認時入場不可
＊サーモグラフィは測定誤差を最小限とするため屋内または日陰での実施推奨

・必要に応じて入場ゲート手前に臨時の待機ゾーンを設置すること、マーキングにより退陣距離を確
保することと等による入場時の混雑緩和、安全距離の確保

・入場待機列の混雑緩和のため、可能な限り入場ゲートを増やす、入場ゲートは混雑が予想される時
間帯よりも前もって開門する等、対応策を講じる。入場後の観客をコンコースなどに滞留できず、
打撃練習中に来場者をスタンドに入場させざるを得ない場合は警笛要員の追加配置等十分な安全対
策措置を講じる

・手指消毒剤を各入場ゲート付近に配備、球場スタッフが使用を呼びかけ
（入場ゲートとトイレのほか、売店等の主要な動線に設置)

観戦中 ・球場職員による頻繁なマスクの着用勧告*（熱中症が懸念される場合は、「こまめな水分補給」「周
囲の人と距離を十分とれる場所でマスクを一時的に外して休憩」も状況に合わせて促す)

・場内放送にて随時、球場内におけるマスクの着用*、こまめな手指消毒及び手洗いの励行等の案内放
送実施。大型ビジョンを利用した観客への呼びかけ、予防措置ポスター・バナーを内外に揚出

19



有観客試合での球場運営対応（観客の管理）

観戦中（続き） ・大声を出す者がいた場合等、個別注意等を行う
・マスクを着用していないお客様*に必要に応じて(水分補給中等一時的に外している場合を除き）個

別に注意等を行う
・応援スタイルは前項で述べたように、応援歌の合唱、鳴り物使用、大声、ハイタッチ等の接触は禁

止
・座席番号の記録の徹底の呼びかけ。自由席：観客に席をスマートフォン等のカメラに記録するよう

に促す案内等、半券、チケットデータの保存、座席の撮影、座席番号のメモ保存等。観戦日から最
低14日間のチケット半券(データ)の保管促進

・球場の回遊型コンコースの、目的地が定まっていない回遊を制限
・飲食用に感染防止策を行ったエリア以外での飲食の制限
・再入場を実施する場合は、都度検温を実施する

退場時、試合終
了後

・試合終了後に一斉に退場すると出口で密集が生じる恐れがある。退場ゲートの混雑解消の為、券種
等に基づいた退場ルール設定等、なるべくタイミングをずらすよう工夫を行い、時間に余裕をもっ
て出口へ向かうよう促す。また退場後も三密を避ける行動を促すものとし、観客に十分な告知をし
て協力を求め、球場職員等から退場に関する指示がある場合は従っていただく

・退場口の増加、看板等による退場動線を明確化することによる混雑解消も有効
・交通機関、帰宅途中の飲食店等の三密回避(分散利用等)について、注意喚起を行う

*2歳以下は不要、未就学児は推奨するが義務ではない
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リブワーク藤崎台球場 車両及び入場動線

関
係
車
両
入
口

ホーム
TEAM

ビジター
TEAM

運営関係者

KAL関係者
審判員

極力分散し、
接触を避ける

正面入り口
では時間差
入場を行い、
極力接触を
回避する
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リブワーク藤崎台球場 入退場動線

入場ルート

退場ゲートを増
やし分散させる

足元にマーキング
を行い、距離を取

らせる
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リブワーク藤崎台球場 エリア制限及び動線

ホーム
TEAM

ビジター
TEAM

運営関係者 KAL関係者
審判員

正面入場口：運営関係、KAL関係・審判員
一塁側入り口：ホームTEAM
三塁側入り口：ビジターTEAM
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所属団体である九州アジアプロ野球機構が作成したガイドラインに沿って対応を行う（下記参照）

発症者/陽性感染者発生時の対応指針
（対象：球団と関係者・観客）
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添付資料① 新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA）
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添付資料② 感染・濃厚接触・感染疑い者報告書
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添付資料③ 新しい生活様式
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添付資料④ グランドスタッフ・選手行動確認表
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